
平成２９年度 学校図書館活用教育全体計画 

出雲市立今市小学校 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

＜学校図書館のめざす子ども像＞ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<本年度の重点的取り組み＞ 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

学習・情報センター機能 読書センター機能 

○多様な資料から目的に応じた情報

を調べる方法を知り、自ら学ぼう

とする子ども 

○知的好奇心をもち、進んで図書館

へ行こうとする子ども 

○読書の喜びや楽しさを知り、進んで読

書をする子ども 

 

 

学習・情報センター 読書センター 

１・２年 
・学校図書館利用の基本的な知識・技能・態度を身につけ、 

楽しく資料の活用ができる。 

・本の世界のおもしろさを知る。 

３・４年 
・進んで学校図書館を利用する態度を身につけ、 

進んで資料や情報を集め、活用することができる。 

・読書の量や範囲を広げる。 

５・６年 
・積極的に学校図書館を利用する態度を身につけ、 

計画的に資料や情報を集め、適切に活用することができる。 

・自分を豊かにする読書をする。 

なかよし・わかば・たけのこ 
・学校図書館に親しみ、自分の興味・関心のある本を選ぶこ

とができる。 

・読書への意欲を高める。 

○情報を活用する力や課題を解決するスキルを育てる。 

（課題設定→情報収集→整理・分析→まとめ→発表→評価） 

・系統的な情報活用スキルを位置づけた「学校図書館活用教育年

間指導計画」の見直しと活用 

・担任・司書教諭・学校司書の協働による情報活用スキルの育成 

○読書をする習慣をつけ、よりよい本を選ぶ力を育てる。 

 ・よむぞうを読む 

 ・作者で探す 

 ・様々なジャンルの本を読む 

＜学校教育目標＞ 

心ゆたかに学び合い たくましく生きる子どもの育成 

    ・自ら進んで学び、豊かに表現できる子ども 

    ・思いやりをもち、ともに伸びる子ども 

    ・健康な心と体をもった、ねばり強い子ども 

・学校図書館法 

・小学校学習指導要領 

・文字・活字振興法 

・島根県子ども読書活動推進計画 

・島根県図書館協議会 

・児童の実態 

・保護者の願い 

・地域の実態 

・教員の願い・指導観 

・社会的要請 

＜研究主題＞ 

「自ら考え、進んで学びをひらき、学ぶ力を高める子の育成」 

～ 学ぶ意欲と確かな言語能力を育てる～ 

 

◇日常的な読書活動 

○朝読書  ○読み聞かせ 

○よむぞう ○読書通帳 

○ストーリーテリング 

○ブックトーク 

◇人的な支え 

○学校司書 

○司書教諭 

○図書ボランティア 

○公立図書館 

学校図書館の環境の充実・整備 

 生涯学習の基礎を培う 

  学年・学級経営 

◇教科等による学校図書館を 

活用した授業 

各 教 科 

・各教科の目標を達成する中で、積極的・計画的に図書館学習を取り入れる。 

・教科学習の中での図書館学習を通して情報や知識を検索・収集・処理する

能力を養い、基礎的な技術を養うと共に自主的な学習能力を育成する。 

・計画的な読書指導を推進し、読書意欲を 

高めるとともに、豊かな読書体験を積む 

ことができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

特 別 活 動 

・学級活動を通し、学校図書館の利用や情報 

 の適切な活用法が身につくようにする。   

・児童活動（図書委員会）において、学校図書館の管理運営

等、自分たちの仕事を協力し合い自主的に実践する態度を

育てる。 

読 書 活 動 

・朝読書やよむぞうの本の活用、読書

通帳、家読などを通して読書の習慣

化を図る。 

・読み聞かせ、ストーリーテリング、

作家との交流等を通して読書に親し

めるようにする。 

総合的な学習の時間 

・課題の設定、調べ学習、発表活動 

などで適切な資料を活用し、学ぶ力 

を育てる。 

・まとめ方や発表の仕方を学び、伝え

合う力を育てる。 

 

道 徳 

・様々な資料を使って、

道徳的心情を豊かに

し、楽しい学校生活が

過ごせるようにする。 

家庭・地域との連携 

・図書館便りや家読の取組を通して、家庭における読書の習

慣化を図る。 

・図書ボランティアと連携して、読書環境の充実を図る。 

・公共図書館との連携を密にし、資料の充実を図る。 


